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医
薬
で
需
要
増

技術で
末

逆
伸
長
で
ペ
プ
チ
ド
量
産

る 。
し
か
し 、
従
来
の
合

成
法
は
高
価
な
保
護
ア
ミ

ノ
酸
や
過
剰
な
試
薬 、
大

塁
の
有
機
溶
媒
を
必
要
と

し 、
製
造・
精
製
の
両
面
ボ
キ
シ
基
を
有
す
る
末
端

で
コ
ス
ト
と
環
境
負
荷
が
（
C
末
端）
か
ら
ア
ミ
ノ

大
き
い 。
例
え
ば
固
相
合
基
を
有
す
る
末
端
(
N
末

成
法
で
は 、
1
キロ
考
の
ぺ

端）
に
ア
ミ
ノ
酸
1

分
子

プ
チ
ド
を
合
成
す
る
際
に
ず
つ
ペ
プ
チ
ド

鎖
を
伸
長

約
13
吠
も
の
廃
棄
物
が
発
す
る
手
法
(
C

↓
N
法）

生
す
る 。
ペ
プ
チ
ド
の
利
が
主
流
で
あ
る 。
一
方 、

用
を
広
げ
る
に
は 、
高
効
自
然
界
で
は
逆
に
N
末
端

率
か
つ
低
廃
棄
物
の
合
成
か
ら
C
末
端
へ
と
(
N

法
の
開
発
が
不
可
欠
で
あ

↓
C
)

伸
長
す
る 。
こ

る 。

れ
ま
で
に
も
N
↓
c

逆

ペ
プ
チ
ド
は ‘
＿
つ
の
伸
長
法
に
よ
る
合
成
は
あ

ペ
プ
チ
ド
は
ア
ミ
ノ
酸
ア
ミ
ノ
酸
の
カ
ル
ボ
キ
シ
っ
た
が 、
不
斉
炭
素
の
立

が
2
個
か
ら
数
十
個
結
合
華
と 、
も
う＿
つ
の
ア
ミ
体
配
置
が
反
転
す
る
エ
ピ

し
た
鎖
状
分
子
で 、
環
境
ノ
酸
の
ア
ミ
ノ
基
が
脱
水
メ
リ
化
と
い
う
副
反
応
の

や
生
体
に
優
し
い
素
材
と
縮
合
し
て
つ
な
が
る
こ
と
克
服
が
困
難
で
あ
っ
た
た

し
て 、
中
分
子
医
薬口
宍夕
で
分
子
鎖
を
伸
ば
す 。
従
め 、
長
年
主
流
で
は
な
か

野
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
来
の
人
工
合
成
で
は
カ
ル
っ
た 。

る 。
人
工
的
に
ペ
プ
チ
ド

を
大
量
に
作
る
た
め
に
化

学
合
成
法
が
用
い
ら
れ

＠ 
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コ
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逆伸長法：低価格原料・低廃棄物・ブロック連結で効率化

エ
ピ
メ
リ
化
抑
制

と
共
同
で 、
ペ
プ
チ
ド
C

末
端
を
カ
ル
ボ
ン
酸
の
酸

産
業
技
術
総
合
研
究
所
素
の―
つ
が
硫
黄
に
置
き

（
産
総
研）
は
東
京
大
学
換
わ
っ
た
「
チ
オ
カ
ル
ボ

ス
ト・
脆
棄
物

大
輻
削
減

9 ,  

ン
酸」
に
1

工
程
で
変
換
i

し 、
安
価
な
主
鎖
無
保
護
i

ア
ミ
ノ
酸
や
複
数
の
ア
ミ
�

ノ
酸
が
結
合
し
た
ペ
プ
チ
�

ド
ブ
ロ
ッ
ク
と
選
択
的
に
�

カ
ッ

プ
リ
ン
グ
さ
せ
る
こ
i

と
で 、
効
率
的
に
複
雑
な
i

ペ
プ
チ
ド
を
合
成
で
き
る
�

Z
↓
C
逆
伸
長
法
を
実
i

現
し
た 。
さ
ら
に 、
回
収
i

・
再
利
用
可
能
な
新
規
添

臣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…•

加
剤
を
開
発
し 、
エ
ピ
メ
理
活
性
ペ
プ
チ
ド
の
ス
ケ
産
法
の
新
標
準
を
確
立
し

リ
化
を
大
幅
に
抑
制
す
る
ー

ル
ア
ッ

プ
合
成
に
も
展
た
い 。
創
薬
の
ス
ピ
ー
ド

こ
と
に
成
功
し
た 。
従
来
開
し 、
同
プ
ロ
セ
ス
の
実
と
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
る

の
C
↓
N
法
に
比
べ 、

用
可
能
性
を
示
し
た 。

と
と
も
に 、
食
品・
農
薬

保
護
基
や
縮
合
剤
由
来
の

・
化
粧
品・
材
料
な
ど
の

多
分
野
に
展
開

廃
棄
物
を
大
幅
に
削
減

非
医
薬
分
野
へ
も
ペ
プ
チ

し 、
安
価
な
原
料
を
活
用

今
後
は
大
学
や
企
業
と
ド
製
品
を
普
及
さ
せ 、
社

で
き
る
た
め 、
環
境
負
荷
の
共
同
研
究
や
ス
タ
ー
ト

会
の
健
康•
安
全・
環
境

と
製
造
コ
ス
ト
を
同
時
に
ア
ッ

プ
設
立
を
通
じ
て 、

持
続
性
に
広
く
貢
献
し
た

低
減
で
き
る 。
ま
た 、
生
持
続
可
能
な
ペ
プ
チ
ド
量
い 。
（
木
曜
日
に
掲
載）
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専門は有機合成化学、触媒化学、
医薬化学。有機ラジカルを活用した
触媒変換法の開発を通じ、生体分子
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能創出と、低環境負荷の製造法の社
会実装に取り組む。環境調和化学は

生体適合素材開発とも高い親和性が
あるとの考えから、分野越境の研究
展開を模索中。
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